
３

前
項
の
場
合
に
お
い
て
船
員
派
遣
元
事
業
主
が
船
員
派
遣
事
業
を
行
つ
て
い
る
他
の
事
業
所
の
派
遣
元
責
任

者
を
当
該
新
設
す
る
事
業
所
の
派
遣
元
責
任
者
と
し
て
引
き
続
き
選
任
し
た
と
き
、
又
は
法
第
五
十
五
条
第
二

項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
派
遣
元
責
任
者
の
氏
名
に
変
更
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
当
該
船
員
派
遣
元

事
業
主
が
船
員
派
遣
事
業
を
行
つ
て
い
る
他
の
事
業
所
の
派
遣
元
責
任
者
を
当
該
変
更
に
係
る
事
業
所
の
変
更

後
の
派
遣
元
責
任
者
と
し
て
引
き
続
き
選
任
し
た
と
き
は
、
法
人
に
あ
つ
て
は
第
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
リ

に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
履
歴
書
（
選
任
し
た
派
遣
元
責
任
者
の
住
所
に
変
更
が
な
い
と
き
は
、
住
民
票
の
写
し

及
び
履
歴
書
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
、
個
人
に
あ
つ
て
は
同
項
第
二
号
ニ
に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち

履
歴
書
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

３

前
項
の
場
合
に
お
い
て
船
員
派
遣
元
事
業
主
が
船
員
派
遣
事
業
を
行
つ
て
い
る
他
の
事
業
所
の
派
遣
元
責
任

者
を
当
該
新
設
す
る
事
業
所
の
派
遣
元
責
任
者
と
し
て
引
き
続
き
選
任
し
た
と
き
、
又
は
法
第
五
十
五
条
第
二

項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
派
遣
元
責
任
者
の
氏
名
に
変
更
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
当
該
船
員
派
遣
元

事
業
主
が
船
員
派
遣
事
業
を
行
つ
て
い
る
他
の
事
業
所
の
派
遣
元
責
任
者
を
当
該
変
更
に
係
る
事
業
所
の
変
更

後
の
派
遣
元
責
任
者
と
し
て
引
き
続
き
選
任
し
た
と
き
は
、
法
人
に
あ
つ
て
は
第
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
ヌ

に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
履
歴
書
（
選
任
し
た
派
遣
元
責
任
者
の
住
所
に
変
更
が
な
い
と
き
は
、
住
民
票
の
写
し

及
び
履
歴
書
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
、
個
人
に
あ
つ
て
は
同
項
第
二
号
ホ
に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち

履
歴
書
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

４

（
略
）

４

（
略
）

（
法
第
八
十
九
条
に
関
す
る
事
項
）

（
法
第
八
十
九
条
に
関
す
る
事
項
）

第
四
十
二
条

法
第
八
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
船
員
法
第
六
十
七
条
の
二
第
二

項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
措
置
は
、
勤
務
時
間
の
変
更
、
作
業
の
転
換
そ
の
他
の
適
切
な
措
置
と
す
る
。

第
四
十
二
条

法
第
八
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
船
員
法
第
八
十
一
条
第
一
項
の

乗
組
み
派
遣
船
員
に
関
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
削
る
）

一

船
員
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
運
輸
省
令
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
、
第
十

三
条
第
一
号
（
同
令
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
係
る
も
の
に
限
る
。）及
び
第
三
十
二
条
の
事
項

（
削
る
）

二

船
員
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
二
十
一
号
）
第
三
十
九
条
、第
四
十
条
、

第
四
十
三
条
（
同
令
第
三
十
九
条
第
一
項
に
係
る
も
の
に
限
る
。）及
び
第
四
十
九
条
第
一
項
第
二
号
の
事
項

２

法
第
八
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
船
員
法
第
八
十
一
条
第
一
項
の
乗
組
み
派

遣
船
員
に
関
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
新
設
）

一

船
員
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
運
輸
省
令
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
、
第
十

三
条
第
一
号
（
同
令
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
係
る
も
の
に
限
る
。）及
び
第
三
十
二
条
の
事
項

二

船
員
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
二
十
一
号
）
第
三
十
九
条
、第
四
十
条
、

第
四
十
三
条
（
同
令
第
三
十
九
条
第
一
項
に
係
る
も
の
に
限
る
。）及
び
第
四
十
九
条
第
一
項
第
二
号
の
事
項

３

法
第
八
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
船
員
法
第
八
十
一
条
第
一
項
の
乗
組
み
派

遣
船
員
に
関
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
八
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
船
員
法
第
八
十
一
条
第
一
項
の
乗
組
み
派

遣
船
員
に
関
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

４

乗
組
み
派
遣
船
員
の
派
遣
就
業
に
関
し
て
は
、
乗
組
み
派
遣
船
員
が
乗
り
組
む
船
舶
に
お
い
て
船
員
派
遣
の

役
務
の
提
供
を
受
け
る
者
の
み
を
乗
組
み
派
遣
船
員
を
使
用
す
る
船
舶
所
有
者
と
み
な
し
て
、
船
員
法
施
行
規

則
（
昭
和
二
十
二
年
運
輸
省
令
第
二
十
三
号
）
第
四
十
八
条
の
二
か
ら
第
四
十
八
条
の
四
ま
で
及
び
附
則
第
二

条
の
規
定
並
び
に
指
定
漁
船
に
乗
り
組
む
海
員
の
労
働
時
間
及
び
休
日
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
三
年
運
輸

省
令
第
四
十
九
号
）
第
三
条
、
第
五
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
五
項
、
第
六
条
第
一
項
、
第
七
条
、
第
八
条

第
一
項
並
び
に
第
八
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項

中
「
そ
の
使
用
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
第
四
項
に
規
定
す
る
派
遣
元
の
船
舶
所

有
者
が
そ
の
使
用
す
る
」
と
、「
こ
れ
を
所
轄
地
方
運
輸
局
長
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
こ
れ
を
所
轄
地
方
運
輸
局

長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

乗
組
み
派
遣
船
員
の
派
遣
就
業
に
関
し
て
は
、
乗
組
み
派
遣
船
員
が
乗
り
組
む
船
舶
に
お
い
て
船
員
派
遣
の

役
務
の
提
供
を
受
け
る
者
の
み
を
乗
組
み
派
遣
船
員
を
使
用
す
る
船
舶
所
有
者
と
み
な
し
て
、
船
員
法
施
行
規

則
（
昭
和
二
十
二
年
運
輸
省
令
第
二
十
三
号
）
第
四
十
八
条
の
二
か
ら
第
四
十
八
条
の
四
ま
で
及
び
附
則
第
二

条
の
規
定
並
び
に
指
定
漁
船
に
乗
り
組
む
海
員
の
労
働
時
間
及
び
休
日
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
三
年
運
輸

省
令
第
四
十
九
号
）
第
三
条
、
第
五
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
五
項
、
第
六
条
第
一
項
、
第
七
条
、
第
八
条

第
一
項
並
び
に
第
八
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項

中
「
そ
の
使
用
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
派
遣
元
の
船
舶
所

有
者
が
そ
の
使
用
す
る
」
と
、「
こ
れ
を
所
轄
地
方
運
輸
局
長
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
こ
れ
を
所
轄
地
方
運
輸
局

長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５

法
第
八
十
九
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
船
員
法
第
百
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
報
告

の
う
ち
、
船
員
法
施
行
規
則
第
七
十
三
条
第
一
項
第
二
号
（
乗
組
み
派
遣
船
員
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
規
定

す
る
も
の
は
、
派
遣
先
の
船
舶
所
有
者
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

法
第
八
十
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
船
員
法
第
百
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
報
告

の
う
ち
、
船
員
法
施
行
規
則
第
七
十
三
条
第
一
項
第
二
号
（
乗
組
み
派
遣
船
員
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
規
定

す
る
も
の
は
、
派
遣
先
の
船
舶
所
有
者
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

（
略
）

５

（
略
）

（
法
第
百
三
条
に
関
す
る
事
項
）

（
法
第
百
三
条
に
関
す
る
事
項
）

第
四
十
六
条

国
土
交
通
大
臣
又
は
地
方
運
輸
局
長
が
、
法
第
百
三
条
の
規
定
に
よ
り
事
業
若
し
く
は
業
務
を
停

止
し
、
又
は
許
可
を
取
り
消
す
と
き
は
、
交
通
政
策
審
議
会
又
は
地
方
交
通
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
四
十
六
条

国
土
交
通
大
臣
又
は
地
方
運
輸
局
長
が
、
法
第
百
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
事
業

若
し
く
は
業
務
を
停
止
し
、
又
は
許
可
を
取
り
消
す
と
き
は
、
交
通
政
策
審
議
会
又
は
地
方
交
通
審
議
会
の
意

見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
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